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研究概要 

 本研究は，英語初学者の語彙学習を促進する英語借用語(Loanwords)とその派生語リストを作成するこ

とを目的とする。海外の語彙リストから頻度順位 10000 位レンジにおける Loanwords を抽出し，その派

生語を含めた 2860語からなる語彙リストを作成した(Nambu Suzuki Vocabulary List: NSVL)。NSVLと

海外の研究者が作成したLoanwordsリストとの重なり語数を頻度順位 3000位までのレンジで計測した結

果，およそ 71%程度の重なりがあることを確認し，NSVLの妥当性を検証した。NSVL は，straight-forward

型（直接日本人学習者に提示しても，日本語との差異があまりない語彙項目）を多く含むという特徴が確

認できた。NSVL を Web ベースの e-learning システムに格納し埼玉県内の大学生を対象に定着度を確認

した。データとして採用したのは Loanwords とその派生語を含めた 3497 語であった。2950 語について

は 90%以上の正答率であり，語彙リストのうち 84％を占めた。残る 16％の語彙は，十分な正答率を得る

ことができず，Loanwordsとその派生語であっても，定着の促進には一定の指導が必要であることがわか

った。 

研究成果（学会発表・論文発表（予定も含む）についても記載する） 
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【今後投稿予定】 

南部匡彦・鈴木政浩(2020)「Loanwordsおよび英語基本語彙とその派生語による e-learningコンテンツの効果（仮

題）」『リメディアル教育研究』 
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 NSVLはホームページ上で公開し，会員の閲覧に供する予定である。研究期間はすでに終了しているが，

英語授業学的視点にもとづき，中高基本語およびその派生語，語源や音声的類似性から習得が促進される

と思われる語彙，アミューズメントパークやテーマパーク等，学習者の身の回りにある語彙とその派生語

等をさらに追加し，増強した上で公開する予定である。 

 


